
【研究授業でも頑張る姿が】

体育館横のパンジーと中庭の円形花壇の大きな大きな葉牡丹が冬の校庭を彩ってくれています。

田辺ファームさんと篠原ミチさんがくださった苗を育てているものです。

元気できれいな花に出迎えられ、３学期がスタートして３週間。朝や休み時間の運動場には、

ボール遊びをしたり、なわとびをしたりして、元気に遊んでいる姿があり、嬉しく思っています。

３学期はまとめの時期。始業式では、「自分のめあてとしている行動が、『頑張ろう』と思わな

くても『自然にできる』ようになる学期にしましょう」と話しました。

災害のないことを願い、子どもたち一人一人が自分を伸ばせる年になるよう、職員一同頑張っ

ていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

本校の前々校長で、天草市立有明小学校の森下校長先生においでいただき、

１月１７日（金）に「いのちの講話」を実施しました。「乳がん」の告知と闘病

生活の苦しみを経て、「がん」であることを受け入れ、前向きに生きることを決

意されたお話でした。お話の中身だけでなく、バイタリティと感謝

にあふれた毎日を送っておられる姿に、本当に力づけられました。

学校給食は明治２２年、山形県鶴岡町の忠愛小学校で、

弁当を持ってこられない子どもたちのために始まりました。

しかし、昭和１８年頃になると戦争がはげしくなったため、

食料が不足して給食も中止になりました。

昭和２０年に戦争が終わり、世の中が落ち着いた昭和

２１年１２月に学校給食が再び始まり、これを記念して

１月２４日から３０日が学校給食週間となりました。

昭和小の１～４年生でも、西部学校給食センターの馬場栄養教諭に講話をしていただきました。

「何でもしっかり食べる」ことが健康な体をつくり、調理する方への感謝にもつながることを確

認しました。

学校薬剤師の坂田先生（昭和小出身）をお招きし、喫煙や飲

酒の害についてわかりやすく講話をしていただきました。

大事なことは、①正しい知識を持つこと

②自分を大切にすること

③断る勇気をもつこと
であることを伝えてくださいました。考えてみれば、これら３

つのことは、これからの人生すべてにおいて必要な心がけであると感じました。
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令和２年・2020年 元気にスタート！

「福は内、鬼も内！」 森下前々校長先生の講話

全国学校給食週間 1/24～1/30

薬物乱用防止教室 1/15 5・6年生対象


